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1
県
内
の
豪
雨
災
害

　

令
和
２
年
７
月
28
日
に
停
滞

し
た
梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
の

た
め
、
最
上
川
や
支
流
が
氾
濫

し
、
各
地
で
浸
水
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

県
内
の
農
地
約
1
0
0
0
㌶

で
土
砂
堆
積
や
法
面
崩
落
な
ど

が
生
じ
た
ほ
か
、
水
路
や
た
め

池
、
揚
水
機
場
な
ど
の
農
業
用

施
設
も
約
1
4
0
0
か
所
が
被

災
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
、
農
地

と
農
業
用
施
設
の
被
害
額
は
約

80
億
円
に
上
り
、
過
去
最
悪
の

被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
８
月
３
日

か
ら
４
日
に
か
け
て
も
、
置
賜

地
方
の
７
市
町
に
県
内
初
と
な

る
大
雨
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ

る
記
録
的
な
豪
雨
が
発
生
し
、

甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

2
流
域
治
水
の
取
組
み

　

流
域
治
水
と
は
、
気
候
変
動

の
影
響
に
よ
る
水
害
の
激
甚

化
・
頻
発
化
等
を
踏
ま
え
、
堤

防
整
備
な
ど
の
対
策
を
加
速
す

る
と
と
も
に
、
集
水
域
か
ら
氾

濫
域
に
わ
た
る
流
域
の
、
あ
ら

ゆ
る
関
係
者
が
協
働
し
て
水
害

対
策
を
行
う
考
え
方
で
す
。

　

流
域
治
水
の
取
組
み
の
一
つ

に
、
地
域
農
業
と
連
携
し
た
田

ん
ぼ
ダ
ム（
水
田
貯
留
）が
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

3
山
形
県
に
お
け
る
田
ん

ぼ
ダ
ム
の
取
組
み

　

こ
こ
で
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
仕

組
み
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

　

水
田
の
水
管
理
は
、
通
常
、

排
水
桝
に
設
置
さ
れ
た
水
位
調

整
板
の
高
さ
に
よ
り
水
位
を
調

節
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
は
水
位

調
整
板
の
ほ
か
に
口
径
約
５
㌢

㍍
の
孔
の
開
い
た
流
出
調
整
板

を
設
け
ま
す
。
こ
の
状
態
で
降

雨
が
あ
れ
ば
、
流
出
調
整
板
に

空
い
て
い
る
孔
の
口
径
が
小
さ

い
た
め
、
排
水
量
が
制
限
さ
れ
、

畦
畔
の
高
さ（
約
30
㌢
㍍
）ま
で

一
時
的
に
貯
留
す
る
こ
と
が
で

き
、
下
流
の
水
路
や
河
川
の
急

激
な
水
位
上
昇
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

流
出
調
整
板
は
１
個
数
千
円

田んぼダム拡大に向けた
県の取組み

佐々木　　朗山形県農林水産部農村整備課

令和２年７月豪雨における排水機場の浸水状況（河北町）

流域治水のイメージ図
資料：国土強靭化年次計画2021(国土強靭化推進本部）

資料：｢田んぼダム｣の手引き(農林水産省)
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と
安
く
、
設
置
も
簡
単
で
す
。

１
枚
の
水
田
に
よ
る
効
果
は
小

さ
い
も
の
の
、
面
的
に
広
く
取

り
組
む
ほ
ど
下
流
へ
の
減
災
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

本
県
は
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
実

施
面
積
で
東
北
１
位
、
全
国
で

も
４
位
の
先
進
県
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
県
内
の
水
田
面
積

に
占
め
る
割
合
は
３
％
余
り
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
流
域
治

水
を
進
め
る
う
え
で
も
田
ん
ぼ

ダ
ム
の
取
組
拡
大
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
農
家
の
負
担
感

や
営
農
へ
の
影
響
、
田
ん
ぼ
ダ

ム
に
取
り
組
む
農
家
と
そ
の
効

果
を
享
受
す
る
下
流
住
民
が
一

致
し
な
い
こ
と
な
ど
が
、
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
で
は
令
和
４
年

度
か
ら﹁
や
ま
が
た
田
ん
ぼ
ダ

ム
推
進
事
業
﹂を
実
施
し
て
い

ま
す
。

4﹁
や
ま
が
た
田
ん
ぼ
ダ
ム

推
進
事
業
﹂に
つ
い
て

　

本
事
業
は
、
以
下
の
３
本
立

て
で
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

①
田
ん
ぼ
ダ
ム
連
携
事
業

　

県
内
の
田
ん
ぼ
ダ
ム
活
動
組

織
や
県
、
市
町
村
等
で﹁
山
形

県
田
ん
ぼ
ダ
ム
推
進
情
報
連
絡

会
﹂を
令
和
４
年
に
設
立
し
、

現
状
や
課
題
の
共
有
、
取
組
み

拡
大
方
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

連
絡
会
の
状
況
は
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

②
田
ん
ぼ
ダ
ム
貯
留
機
能
効
果

検
証
事
業

　

令
和
５
年
度
は
村
山
市
と
河

北
町
に
モ
デ
ル
実
証
ほ
場
を
設

置
し
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
実
施
エ
リ

ア
と
未
実
施
エ
リ
ア
で
降
雨
時

の
水
田
か
ら
の
流
出
量
の
違
い

を
比
較
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
実
証
で
は
、

田
ん
ぼ
ダ
ム
実
施
水
田
の
ピ
ー

ク
流
出
量
が
未
実
施
水
田
よ
り

も
約
７
割
カ
ッ
ト
で
き
、
ピ
ー

ク
を
含
む
８
時
間
の
総
排
水
量

も
５
割
ほ
ど
抑
制
で
き
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
稲
の
生
育
及
び
収

量
調
査
を
行
い
、
田
ん
ぼ
ダ
ム

よ
る
生
育
や
収
量
の
差
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
、
と
い
う
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
は
、
最
上
地
域

に
モ
デ
ル
実
証
ほ
場
を
設
置
し
、

効
果
検
証
を
行
い
ま
す
。

③
田
ん
ぼ
ダ
ム
施
設
整
備
事
業

　

田
ん
ぼ
ダ
ム
に
取
り
組
む
た

め
に
は
排
水
桝
の
整
備
や
畦
畔

の
補
強
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
条
件
が
整
っ
て

い
な
い
水
田
で
田
ん
ぼ
ダ
ム
に

取
り
組
む
農
家
に
対
し
、
国
の

補
助
事
業
を
活
用
し
て
県
で
も

整
備
を
支
援
し
ま
す
。

5
田
ん
ぼ
ダ
ム
へ
の
想
い

　

田
ん
ぼ
ダ
ム
は
、
流
域
治
水

の
一
つ
の
取
組
み
で
す
が
、
こ

れ
に
よ
っ
て
洪
水
や
浸
水
が
な

く
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
に
取
り
組

む
農
家
に
は
直
接
的
な
メ
リ
ッ

ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。
作
物
の
生

産
に
影
響
を
与
え
な
い
範
囲
で
、

農
家
の
協
力
を
得
て
行
う
取
組

み
で
す
。

　

し
か
し
、
農
家
は﹁
自
分
た

ち
が
で
き
る
範
囲
で
、
下
流
の

浸
水
が
軽
減
で
き
る
な
ら
や
っ

て
み
よ
う
﹂と
想
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
の
が
実
態
で
す
。

　

農
家
は
住
民
を
想
い
、
住
民

は
農
家
に
感
謝
す
る
と
い
う
相

互
扶
助
の
精
神
に
よ
り
、
農
家

の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、

田
ん
ぼ
ダ
ム
の
広
域
的
な
取
組

み
拡
大
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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1
茎
枯
病
と
は
？

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
茎
枯
病
菌

（Phom
opsis as paragi

）
は

糸
状
菌（
か
び
）の
一
種
で
す
。

症
状
は
、
は
じ
め
茎
の
表
面
に

水
浸
状
の
小
斑
点
が
で
き
、
次

第
に
拡
大
し
て
淡
褐
色
で
紡
錘

形
の
病
斑
と
な
り
ま
す
。
症
状

が
進
む
と
、
病
斑
上
に
小
さ
な

黒
い
粒（
柄
子
殻
＝
胞
子
を
作

る
袋
）を
形
成
し
ま
す（
図
１
）。

が
続
く
よ
う
な
天
候
で
多
発
し
、

夏
の
高
温
乾
燥
期
で
の
発
病
は

少
な
い
で
す
。

　

ま
た
、
茎
枯
病
は
茎
が
軟
ら

か
い
萌
芽
直
後
か
ら
２
週
間
程

度
の
間
に
最
も
感
染
が
起
こ
り

や
す
い
で
す（
ポ
イ
ン
ト
③
）。

感
染
し
た
病
原
菌
は
、
す
ぐ
に

は
症
状
を
現
さ
ず
、
２
週
間
ほ

複
数
の
病
斑
が
く
っ
つ
き
大
型

と
な
り
、
茎
全
周
に
及
ぶ
と
、

茎
は
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
秋
に
地
上
部

か
ら
養
分
を
根
に
移
行
し
、
そ

れ
を
翌
春
の
萌
芽
の
養
分
と
し

ま
す
が
、
茎
枯
病
で
地
上
部
が

枯
れ
た
圃
場
は
、
株
の
養
分
蓄

積
量
の
減
少
や
、
草
勢
低
下
に

よ
り
株
が
枯
死
す
る
こ
と
が
あ

り
、
翌
年
の
収
量
減
少
に
繋
が

り
ま
す
。

2
ど
う
や
っ
て
感
染
す
る
？

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
残
渣
に
残

っ
た
柄
子
殻
は
、
地
表
面
や
土

中
で
越
年
し
ま
す（
ポ
イ
ン
ト

①
）。
柄
子
殻
は
、
雨
水
な
ど

水
分
が
あ
る
状
態
で
裂
開
し
、

柄
胞
子
を
噴
出
し
ま
す
。
そ
の

後
、
降
雨
の
跳
ね
返
り
等
で
柄

胞
子
が
若
茎
に
付
着
し
、
感
染

し
ま
す（
第
一
次
伝
染
）。
感
染

後
、
生
じ
た
病
斑
部
か
ら
さ
ら

に
胞
子
が
飛
散
し
発
病
が
周
囲

に
広
が
り
ま
す（
第
二
次
伝
染
）

（
図
２
）。
こ
の
よ
う
に
、
茎
枯

病
は
水
に
よ
り
伝
染
が
広
が
る

た
め（
ポ
イ
ン
ト
②
）、
露
地
栽

培
で
発
生
が
多
く
、
ハ
ウ
ス
栽

培
で
は
雨
の
当
た
り
や
す
い
ハ

ウ
ス
サ
イ
ド
で
見
ら
れ
ま
す
。

気
温
20
－
25
℃
前
後
で
多
湿
条

件
を
好
む
た
め
、
梅
雨
や
秋
雨

図１. 茎枯病の病斑

図２. 茎枯病の生態
（最上地域版アスパラガス茎枯病対策マニュアルより抜粋）

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
食
味
や
食
感
が
良
く
、
栄
養
価
が
高
い
こ
と
か
ら
人
気
の
あ
る
野
菜
で
す
。
山
形
県
の
作
付
面
積
は
全
国
第
４
位

と
な
る
3
3
0
㌶
（
令
和
４
年
産
野
菜
生
産
出
荷
統
計
）
で
有
数
の
産
地
と
な
っ
て
お
り
、
庄
内
地
域
で
も
盛
ん
に
栽
培
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
一
度
定
植
す
る
と
10
年
以
上
収
穫
が
可
能
で
す
が
、
長
期
間
収
量
を
維
持
す
る
に
は
病
害
虫
防
除
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
茎
枯
病
は
難
防
除
の
病
害
と
し
て
知
ら
れ
、
全
国
的
に
産
地
が
衰
退
す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
茎
枯
病
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
と
新
し
く
導
入
さ
れ
て
い
る
技
術
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

アスパラガスの
茎枯病対策について

佐　藤　麻　衣 旧庄内総合支庁農業技術普及課　普及指導員

～病害の特性に合わせた対策が重要！～

前年の残渣上で、
柄子殻の形態で
病原菌が越冬。

1.1. 2.2.

6.6.

4.4. 3.3.

5.5.

罹病残渣上の柄
子殻から放出さ
れた胞子が、雨
水で飛散し付着。
早くて24時間
程度で菌糸が侵
入し始める。
（1次伝染）

地上部の
早期枯死
による株
の衰弱。

柄子殻から放
出した胞子が
雨水で飛散し、
分枝部や擬葉、
若茎へ感染。
（2次伝染）

感染後約２～
３週間で柄子
殻を形成。

収穫終了
後も伝染
拡大。
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ど
か
け
て
病
徴
が
現
れ
る
た
め
、

気
づ
い
た
時
に
は
感
染
し
て
い

ま
す
。

3
な
ぜ
、
被
害
が
拡
大
し

や
す
い
の
？

　

一
度
病
徴
の
現
れ
た
茎
は
、

薬
剤
で
完
全
に
治
癒
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん（
ポ
イ
ン
ト
④
）。

ま
た
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
植
え

た
後
の
圃
場
で
は
土
壌
消
毒
が

で
き
な
い
た
め
、
菌
密
度
を
大

幅
に
減
ら
す
手
段
が
少
な
く
、

根
絶
が
難
し
い
で
す
。
そ
の
た

め
、
農
薬
に
よ
る
薬
剤
防
除
だ

け
で
は
な
く
、
栽
培
環
境
を
改

善
す
る
耕
種
的
防
除
を
組
み
合

わ
せ
た
対
策
を
継
続
的
に
行
い
、

数
年
間
か
け
て
菌
密
度
を
下
げ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

4
防
除
の
考
え
方
と
薬
剤

防
除
の
ポ
イ
ン
ト

　

効
果
的
に
防
除
を
行
う
に
は
、

前
述
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
お

さ
え
、
病
害
の
特
性
に
合
わ
せ

た
対
策
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す（
表
１
）。

　

耕
種
的
防
除
で
は
、
排
水
性

や
栽
培
環
境
の
改
善
が
重
要
で

す
。
地
下
水
位
が
高
い
ほ
ど
感

図３. 灯油式バーナーで
　　地表面を焼却

表２. バーナーの処理時間

表１. 茎枯病の特性対応した対策方法（露地栽培）

※畝幅1.8m、畝長50m、11畝、11通路を連続で使用した想定。
※※20ℓで60分燃焼する。

染
拡
大
し
や
す
い
と
い
う
研
究

デ
ー
タ（
篠
田
ら
、
2
0
1
8
）

が
あ
り
ま
す
の
で
、
栽
培
を
始

め
る
際
に
は
、
排
水
性
の
良
い

圃
場
を
選
定
し
ま
す
。
ま
た
、

立
茎
後
の
若
茎
の
収
穫
や
親
茎

の
下
葉
を
欠
き
、
常
に
圃
場
の

通
風
を
良
く
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
ハ
ウ
ス
栽
培
に
お
い
て

も
、
茎
葉
を
濡
ら
さ
な
い
よ
う

な
資
材
や
灌
水
方
法
の
選
択
、

換
気
を
し
て
過
湿
を
防
ぐ
な
ど
、

感
染
し
に
く
い
環
境
を
作
る
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

薬
剤
防
除
で
は
、
畝
の
両
側

か
ら
十
分
に
薬
液
が
付
着
す
る

よ
う
に
散
布
し
ま
す
。
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
は
薬
液
が
付
着
し
に
く

い
た
め
、
展
着
剤
を
加
用
し
ま

す
。
栽
培
１
年
目
は
、
植
物
体

が
小
さ
い
た
め
見
落
と
し
が
ち

で
す
が
、
７
月
以
降
茎
葉
が
増

加
し
感
染
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る

の
で
、
予
防
防
除
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

　

長
期
ど
り
栽
培
で
は
、
茎
の

太
さ
11
㍉
㍍
程
度
の
若
茎
を
選

び
な
が
ら
、
２
週
間
以
上
か
け

て
立
茎
を
行
う
方
法（
だ
ら
だ

ら
立
茎
）が
一
般
的
で
す
が
、

立
茎
期
間
が
長
い
た
め
茎
枯
病

の
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

茎
枯
病
の
発
生
が
見
ら
れ
る
圃

場
で
は
、
短
期
間
で
立
茎
を
行

い（
一
斉
立
茎
）、
感
染
リ
ス
ク

を
軽
減
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

5
バ
ー
ナ
ー
処
理

　

茎
葉
の
刈
取
後
に
罹
病
し
た

残
茎
や
擬
葉
が
圃
場
に
残
っ
て

い
る
と
次
年
度
の
第
一
次
感
染

源
と
な
る
た
め
、
バ
ー
ナ
ー
で

畝
面
や
通
路
の
地
表
面
を
焼
却

し
、
感
染
源
を
除
去
す
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。
焼
却
方
法
は
、

萌
芽
前
の
春
先
に
晴
天
で
圃
場

や
残
茎
等
が
乾
燥
し
て
い
る
条

件
の
日
に
、
地
表
面
が
黒
く
焼

け
る
程
度
バ
ー
ナ
ー
で
処
理
し

ま
す（
図
３
）。

　

当
課
で
茎
枯
病
が
多
発
し
９

月
に
は
立
茎
し
た
茎
が
枯
れ
あ

が
っ
て
し
ま
っ
た
圃
場
で
継
続

し
て
バ
ー
ナ
ー
処
理
を
実
証
し

た
と
こ
ろ
、
２
年
後
に
は
茎
葉

の
刈
取
時
期
ま
で
立
茎
し
た
茎

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
、
高

い
防
除
効
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
型
の
灯
油
式
バ
ー
ナ

ー
を
用
い
る
こ
と
で
、
比
較
的

短
時
間
で
十
分
な
処
理
効
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た（
表

２
）。
生
産
者
も
効
果
を
実
感

し
て
お
り
、
毎
年
継
続
し
て
処

理
す
る
こ
と
で
茎
枯
病
の
広
が

り
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

ポイントとなる
特性 特性に対応した対策方法

①�残渣に残った柄
子殻が地表面や
表層の土中で越
冬・生存する

・地表面の残渣をバーナーで焼く。�
・堆肥マルチにより柄胞子の跳ね上がりを抑える。�
・�収穫時は地表面から約３cm程度下の深い位置で刈　
　り、畝の上に残茎が残らないようにする。�
・�感染した茎は、柄子殻ができる前に抜取り、圃場外に　
持ち出す。その他の残渣も圃場外に持ち出し処分する。

②�水（降雨等）によ
り感染が広がる

・�圃場の排水性を良くし、通路に水が溜まらないように
する。
・降雨前に予防防除を行う。�
・親茎の下葉を欠き、通風を良くする。�
・�立茎後に出てきた若茎は収穫し、適正な親茎の本数を
保つ（長期どり栽培への移行）。
・�茎葉が濡れない灌水方法を選択する（ドリップチュー
ブ等）。

③�萌芽直後から２
週間程度の間に
感染しやすい
④�病徴が現れた茎
は治癒できない
（予防防除）

・�立茎開始から２週間の間は、３～５日間隔で予防防除
を行う。
・�茎枯病の発生がみられる圃場で長期どり栽培を行う際
は、立茎期間の短い「一斉立茎」とする。

機械
50mあたり
処理時間 10aあたり 灯油

使用量※※

畝 通路 処理時間※ （ℓ/10a）

大型灯油式
バーナー

6分
38秒

3分
35秒

2時間
36分23秒 52 
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1
庄
内
デ
ジ
タ
ル
経
営
塾

の
目
的
・
開
講
経
緯

　

近
年
、
庄
内
地
域
の
新
規
就

農
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
資
材
価
格
の
高
騰
や
労
働

力
不
足
等
農
業
を
取
り
巻
く
現

状
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

若
手
農
家
が
継
続
的
に
農
業
を

営
む
た
め
に
は
、
経
営
者
意
識

を
高
く
持
ち
、
経
営
改
善
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
営
農

管
理
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
経
営

改
善
を
支
援
し
、
若
手
農
家
同

士
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

お
互
い
に
学
び
合
え
る
場
と
し

て「
庄
内
デ
ジ
タ
ル
経
営
塾
」を

開
講
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

2
令
和
５
年
度
の
内
容

⑴
第
１
回　

本
質
的
な
経
営
課

題
を
探
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時
：
令
和
５
年
８
月
23
日　

場
所
：
酒
田
農
業
技
術
普
及
課

（
酒
田
市
若
浜
町
）

写真２. 第２回　デジタル営農管理ツール活用者からの事例発表（10月27日）

写真１. 第１回　本質的な経営課題を探るワークショップ（8月23日）

の
手
段
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
営

農
管
理
ツ
ー
ル
活
用
に
つ
い
て

の
座
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、「
法

人
や
若
手
農
家
に
田
ん
ぼ
が
集

ま
り
、
圃
場
管
理
や
作
業
員
同

士
の
情
報
共
有
が
課
題
」「
前
経

営
者
の
頭
の
中
に
だ
け
あ
る
情

報
が
多
く
、
記
録
や
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
よ
う
な
も
の
が
な
い
の
で
、

継
承
に
苦
労
し
て
い
る
」「
労
力

不
足
の
た
め
、
人
員
確
保
と
人

材
育
成
を
行
い
た
い
」等
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

⑵
第
２
回　

デ
ジ
タ
ル
営
農
管

理
ツ
ー
ル
活
用
者
の
事
例
紹
介

日
時
：
令
和
５
年
10
月
27
日　

場
所
：
農
業
技
術
普
及
課（
鶴

岡
市
藤
島
）

   「
ア
グ
リ
ノ
ー
ト
」を
活
用
し

て
経
営
の
効
率
化
を
図
っ
て
い

る
、
㈱
芳
賀
に
こ
に
こ
農
園
の

芳
賀
あ
ゆ
み
取
締
役（
寒
河
江

市
）を
講
師
に
お
招
き
し
、
経

営
管
理
の
状
況
や
同
ツ
ー
ル
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。
ま
た
、
塾
生
が
そ
れ
ぞ

れ
が
活
用
す
る
営
農
管
理
ツ
ー

ル
の
利
用
状
況
を
共
有
す
る
こ

と
で
、
塾
生
間
の
交
流
を
図
り

ま
し
た
。

⑶
第
３
回　

個
別
相
談
会

日
時
：
令
和
６
年
１
月
18
日　

デ
ジ
タ
ル
営
農
管
理
ツ
ー
ル
の

１
つ
で
あ
る「
ア
グ
リ
ノ
ー
ト
」

を
運
営
す
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ル

株
式
会
社（
新
潟
県
）社
員
を
講

師
に
、
塾
生
の
本
質
的
な
経
営

課
題
は
何
か
、
気
づ
き
を
促
す

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
経
営
課
題
解
決

～デジタル営農管理ツールを活用した経営の「見える化」～
「庄内デジタル経営塾」を開講しました！

熊　谷　大　樹
菅　原　　　薫

山形県庄内総合支庁　農業技術普及課

酒田農業技術普及課

　
山
形
県
で
は
令
和
５
年
度
か
ら
、
経
営
を「
見
え
る
化
」す
る
こ
と
で
、
経
営
改
善
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、

地
域
ご
と
に「
デ
ジ
タ
ル
経
営
塾
」を
開
講
し
て
い
ま
す
。
庄
内
地
域
で
は
、
県
内
で
最
も
早
く「
庄
内
デ
ジ
タ
ル
経
営
塾
」を
開
講
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
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場
所
：
農
業
技
術
普
及
課（
鶴

岡
市
藤
島
）

　
「
ア
グ
リ
ノ
ー
ト
」の
操
作
や

活
用
方
法
に
つ
い
て
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
セ
ル
株
式
会
社
社
員
を
講

師
と
し
て
、
個
別
相
談
を
行
い

ま
し
た
。
ツ
ー
ル
は
導
入
し
た

も
の
の
、
活
用
し
き
れ
て
い
な

い
と
い
う
受
講
生
が
、
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
上
の
自
身

の
管
理
画
面
を
開
き
な
が
ら
個

別
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し

た
。

3
塾
生
か
ら
の
声︵
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
よ
り
︶

　

令
和
５
年
度
は
、
20
代
~
40

代
の
若
手
農
家
26
人
が
受
講
し

ま
し
た
。
個
人
経
営
の
方
だ
け

で
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
営
農
管
理

ツ
ー
ル
を
導
入
し
て
い
る
農
業

法
人
の
社
員
も
受
講
し
て
い
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
塾

生
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

・
ア
グ
リ
ノ
ー
ト
を
使
っ
て
い

る
が
、
今
回
の
研
修
を
聞
い

て
活
用
の
考
え
が
変
わ
っ
た
。

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
を

目
的
に
記
録
す
る
よ
う
に
し

ま
す
。

　
（
30
代　

男
性　

鶴
岡
市
）

写真３. 第３回　個別相談会（1月18日）

写真４. アグリノート管理画面

・
実
際
に
使
用
し
て
い
る
人
の

使
用
感
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

他
の
参
加
者
と
の
交
流
が
で

き
た
の
も
よ
か
っ
た
。

　
（
40
代　

男
性　

鶴
岡
市
）

・
な
か
な
か
手
が
回
ら
な
く
て
、

活
用
し
き
れ
て
い
な
い
の
で
、

時
間
を
み
つ
け
て
入
力
を
進

め
、
来
年
の
計
画
に
活
か
し

て
み
た
い
。

　
（
40
代　

女
性　

鶴
岡
市
）

・
今
の
と
こ
ろ
経
営
規
模
拡
大

の
制
限
要
因
は
、
作
溝
、
分

施
、
草
刈
の
負
担
で
あ
り
、

デ
ー
タ
の
活
用
に
ま
で
目
が

行
か
な
い
。
デ
ー
タ
を
活
用

し
て
収
量
が
上
が
る
か
ど
う

か
と
思
う
反
面
、
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
農
業
も
あ
る
の
だ

と
わ
か
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
。

　
（
20
代　

男
性　

酒
田
市
）

・
雇
用
す
る
上
で
、
被
雇
用
者

へ
伝
え
る
こ
と
が
大
変
な
場

合
が
あ
る
の
で
、
ツ
ー
ル
を

使
っ
て
簡
単
に
伝
え
ら
れ
る

と
思
っ
た
。

　
（
20
代　

男
性　

酒
田
市
）

・
ア
グ
リ
ノ
ー
ト
等
を
利
用
し
、

安
定
し
た
経
営
に
つ
な
げ
て

い
け
る
よ
う
に
、
小
さ
な
疑

問
等
を
こ
の
機
会
に
聞
い
て

い
き
た
い
な
と
思
う
。

　
（
30
代　

女
性　

酒
田
市
）

4
今
後
の
展
開

　

本
塾
は
、
令
和
６
年
度
も
開

催
予
定
で
す
。
営
農
管
理
ツ
ー

ル
を
活
用
し
て
い
る
が
上
手
に

使
い
こ
な
せ
て
い
な
い
方
や
こ

れ
ら
の
ツ
ー
ル
に
ご
興
味
の
あ

る
方
は
、
最
寄
り
の
農
業
技
術

普
及
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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　庄内農業振興協議会（事務局＝ＪＡ全
農山形）は３月７日、酒田市で令和６年度
「庄内農家の友」写真コンクール審査会
を開催しました。
　庄内の写真愛好家ら１９名から寄せられ
た１０１点の中から、本誌の表紙を飾る１２
点が、さらにその中から大賞１点が選ばれ
ました。
　大賞に選ばれた鶴岡市美原町の工藤省
三郎さんの作品「餅つき体験」は、新年を
祝う餅つきを力を合わせて行う姿がみご
とに捉えられています。
　入選された皆さん、おめでとうございま
す。そして応募者の皆さん、ありがとうご
ざいました。これからも「庄内農家の友」
をご愛読ください。

鶴岡市の工藤省三郎さんが大賞に選ばれました!

大賞
SHONAI

NOKA NO TOMO
PRESENTS

PHOTO CONTEST

1月　餅つき体験　工藤省三郎さん（鶴岡市美原町）

令和6年度
表紙写真コンクール
審査会を開催

４月　ペッパーミルで田植終え
土田 清さん（酒田市砂越緑町）

5月　五月晴れ
石﨑 幸宏さん（庄内町狩川）

6月　初夏の風に向って
土田 清さん（酒田市砂越緑町）

7月　うしのえさづくり
石﨑 大賀さん（庄内町狩川）

8月　盛夏
冨樫 馨さん（酒田市北新橋）

9月　秋晴れのソバ畑
冨樫 馨さん（酒田市北新橋）

10月　豊作の微笑み
土田せつ子さん（酒田市砂越緑町）

11月　大根干し
工藤省三郎さん（鶴岡市美原町）

12月　雲ただよう
石﨑 幸宏さん（庄内町狩川）

2月　黒森歌舞伎の名場面
土田せつ子さん（酒田市砂越緑町）

3月　鶴岡公園の夜桜
齋藤 弘男さん（鶴岡市切添町）
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